
第第第第３３３３学年学年学年学年                                                                                            「「「「総合的総合的総合的総合的なななな学習学習学習学習のののの時間時間時間時間」」」」年間活動計画年間活動計画年間活動計画年間活動計画    

１． 学年の目標 

 

 

 

２． 「総合的な学習の時間」で育てたい力 

 

 

 

 

 

 前 期（５０時間） 後 期（５５時間） 

単 
 
 
 
 

元 
 
 
 
 

名 

 

 

 

 

「町のやさしさ」を見つけよう（計７時間） 

     ○やさしさ見つけたんけん 

     ○たんけんしたことのまとめ 

 

体験学習をしよう（計７時間） 

・アイマスク体験 

・お年寄り体験 

・障害をもった方との交流 

 

「大河のやさしさ」をまとめよう（計３時間） 

 

 

コンピュータ学習 (計１５時間) 

     ・デジタルカメラの使い方と画像の貼り付け・印刷・保存 

     ・学習ソフトの利用 

英語活動 (計１５時間) 

・歌やダンスを通してのコミュニケーション 

 

 

 

 

みんなのためにできる活動を考えよう（計５時間） 

・点字学習 

・手話学習 

 

大河子ども見守り隊の方へのお礼状（計１時間） 

 

 

コンピュータ学習 (計２０時間) 

     ・インターネットを利用した調べ学習 

・年賀状作り 

        （絵を描く 画像の貼り付け レイアウト） 

 

英語活動 (計２０時間) 

     ・歌やダンスを通してのコミュニケーション 

  

全校  平和集会（２）  大河音頭（１） 児童会行事（６） 障害者理解学習（２） ユニセフ（１） 

関連

教科 

社会「わたしたちのまちみんなのまち」 

国語「わたしの お気に入りの場所」 

社会「わたしたちのくらしとものをつくる仕事」「安全なくらしを守る」 

国語「つな引きのお祭り」「盲導犬の訓練」 

地域

人材 
南区社会福祉協議会   光清苑   未来館 南区社会福祉協議会 

○ 友達同士のかかわり合いを通して、お互いのよさを認め、共に伸びていこうとする子どもを育てる。 

○ 話をよく聞き、自分の考えをのびのびと表現できる子どもを育てる。 

○ 生活や学習の中から興味のあることを見つけ、調べる方法を考えることができる。 

○ 友達と協力して調べたり、まとめたりしたことを工夫して表現することができる。 

○ 学んだことを自分たちの生活に生かすことができる。 

大河の町のやさしさを見つけよう（福祉教育） 大河の町のやさしさを考えよう（福祉教育） 



 


